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2022 年７月 11 日 

各  位 

 

会 社 名 株 式 会 社 ひ ら ま つ 

代表者名 代表取締役社長兼 CEO 遠 藤 久 

（コード番号  2 7 6 4   東証プライム） 

問合せ先 取 締 役 C F O 北 島 英 樹 

（ T E L ：  0 3  -  5 7 9 3  -  8 8 1 8 ） 

 

 

月次速報（単体）に関するお知らせ 
 

2022 年６月度の月次業績（単体）速報について、以下のとおりお知らせいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

全社合計 

6 月の全社売上高は 921 百万円、全社の既存店売上高前年

同月比は 159.5％となりました。アフターコロナ/ウィズコ

ロナに向けたお客様の外食や国内旅行に対するニーズの本格

的な回復を受け、先月に引き続き、全ての事業の売上が前年

同月比で大幅に伸長いたしました。レストラン事業において

は、週末の配席をコロナ前に近い状態に見直しピーク時の集

客数の最大化を図ったことにより、ランチおよびディナー営

業はコロナ前となる 2019年 3月期の水準を超える売上とな

りました。ブライダル事業においては、コロナ禍により顧客

のニーズが変化する中、常にお客様に寄り添う姿勢で営業活

動を行なってきた結果、成約率や客単価の向上が見られ、コ

ロナ前の水準までは届かないものの、順調に回復しておりま

す。またホテル事業においては、自治体等による国内旅行喚

起施策を背景に各種施策が奏功し、先月に引き続き堅調に推

移いたしました。 

レストラン事業 

レストラン事業の売上高は、372 百万円、既存店売上は

前年同月比で 218.1%と前月に引き続き堅調に推移しまし

た。コロナの陽性者数が減少傾向となりレストランにおけ

る集客状況が回復傾向となる中、独自の安全対策基準「ひ

らまつスタンダード」を遵守しながらも、特に週末のピー

ク時の集客数を最大化できるよう各店で配席の見直しを行

った結果、ランチ、ディナーともに集客数が大幅に増加し

ました。カフェ営業においては、若い世代からの支持を得

ている代官山のカフェ・ミケランジェロが好調に推移した

ことから、前年同月比 167%の結果となりました。パーティ

営業に関しては、1 組当たりの人数が緩和された事により

企業主催のパーティが増加傾向にあることに加え、安全対

策の徹底により大人数のパーティも徐々に増えていること

などから、売上は前年に比べ大幅に増加しております。 

7 月より各店において夏の施策をスタートさせ集客及び

単価アップを図るとともに、1 組当たりの人数緩和を受

け、グループプランなどを再検討し、営業強化を図ってま

いります。またパーティ営業において、法人営業の強化を

図るとともに、自社主催のイベントを各地で計画的に行

い、積極的に集客を図ってまいります。 
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注）１．各数値につきましては、速報値のため確定値と異なることがあります。 

（監査法人の監査は受けておりません） 

２. 上記数値は株式会社ひらまつ単体の数値であり、連結数値ではありません。 

３．各月の数値は百万円未満を四捨五入しております。 

４．開業より 15 か月経過した店舗を既存店とします。 

 

以 上 

ブライダル事業 

ブライダル事業の売上高は 242 百万円、既存店売上高

は前年同月比 130.8％と前月に引き続き堅調に推移しま

した。コロナ禍により顧客のニーズが変化する中、常に

お客様に寄り添う姿勢で獲得営業を行い、お客様のニー

ズに合わせた商品プランの提案販売を行なったことが、

当月及び第１四半期の結果に繋がりました。 

新規獲得営業においては、各種施策の推進に加え、中

期事業計画で掲げているブライダル強化の社内戦略の浸

透を図ったことなどにより、部署間連携に良い効果が波

及し、成約率が今期最高パフォーマンスとなりました。 

7 月に関しましては、婚礼実施予定件数が当初目標を若

干下回るものの、直前の単価アップ施策として新たな価

値提供アイテムの販売キャンペーンなどを実施しており

ます。また、新規獲得営業においては、新規顧客の約半

数が当期内向けの婚礼検討となることから、今期内の売

上最大化を視野に入れた施策を全国で推し進めてまいり

ます。 

ホテル事業 

ホテル事業の売上高は、284百万円、既存店売上高は前

年同月比 131.3％となりました。既に実施されている県

民割、ブロック割に加え 6 月より都民割も再開となり、

国内旅行が喚起されていることを背景に、先月に引き続

き堅調に推移いたしました。賢島、熱海、仙石原、宜野

座においては、シャンパンやワインを合わせたプランや

プレミアムディナーが好評を得て、それぞれ堅調に推移

しております。特に宜野座においては、梅雨時期にもか

かわらず高稼働となりました。軽井沢御代田では、引き

続き焚火ラウンジのサービス、ヴィラでのバーベキュー

プランが好評を得ております。京都ではおこもりプラ

ン、高台寺のレストラン及び料亭との連携プランの展開

など、各拠点の特徴を活かした提案を強化しておりま

す。 

引き続き国内旅行に対するニーズが高まっており、夏

休みシーズンに向けて各拠点とも順調に予約を伸ばして

おります。また、秋以降、年末年始に向けての宿泊商品

の準備、来春以降のインバウンドにむけ、受け入れ準備

を進めてまいります。 

 


